
糸満市デジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）推進方針の概要

◎デジタル技術やデータを活用して、住民の利便性を向上させるとともに、同技術やＡＩ等の活用により業務効率化を図り、人的資源をさら
に行政サービスの向上につなげていくために本方針を作成。

◎「第５次糸満市総合計画・第２期糸満市まち・ひと・しごと創生総合戦略」など本市の主要な計画等の補完的役割とする。

◎国及び県の動向や本市の施策の成果などを踏まえながら適宜見直しを実施する。

■ＤＸの定義 (3ページ)

➢ デジタル技術の利活用による経済・産業構造の変革、社会課題
の解決、新たな価値の創造を図ること（県のＤＸ推進計画と同
義）

■推進期間 (4ページ)

➢ 令和６年４月～令和１２年３月

（第５次糸満市総合計画の期間と同じ）

■記載されている主な内容

➢ 方針の位置づけ

➢ 推進期間

➢ 地方自治体が取り組むべき事項

➢ スケジュール

➢ 推進体制

◆本方針で取り組む項目 (7ページ～21ぺージ)

① 自治体フロントヤード改革の推進

② 自治体の情報システムの標準化・共通化

③ マイナンバーカードの普及促進・利用の促進

④ セキュリティ対策の徹底

⑤ 自治体のＡＩ・ＲＰＡの利用推進

⑥ テレワークの推進

⑦ 地域社会のデジタル化

⑧ デジタルデバイド対策

⑨ デジタル原則を踏まえた規制の点検・見直し

⑩ ＢＰＲ（業務改革）の取組の徹底

⑪ オープンデータの推進・官民データ活用の推進



取組事項のスケジュール・指標・目標値について

取組事項 令和６年度 令和７年度 令和８年度～令和１２年度 令和７年度末までの指標 目標値

① 自治体フロントヤード改革の推進 オンライン可能な行政手続の件数 100 件

② 自治体の情報システムの標準化・共通化 システム移行率 100 ％

③ マイナンバーカードの普及促進・利用
の推進

マイナンバーカード利活用の拡大 1 件

④ セキュリティ対策の徹底
情報セキュリティポリシーの検証・
改定

1 回

⑤ 自治体のＡＩ・ＲＰＡの利用推進 ＡＩ・ＲＰＡ活用業務数 3 件

⑥ テレワークの推進 希望する職員への実施割合 100 ％

⑦ 地域社会のデジタル化 事業実施件数 3 件

⑧ デジタルデバイド対策
プログラミング・スマホ教室の開催
件数

3 件

⑨ デジタル原則を踏まえた規制の点検・
見直し

アナログ規制に該当する条例等の
改定

1 回

⑩ ＢＰＲの取組の徹底
自治体の情報システムの標準化・
共通化のＢＰＲ実施率

100 ％

⑪ オープンデータの推進・官民データ
活用の推進

自治体標準オープンデータセットの
公開件数

6 件

構築・移行

申請サポート・専用窓口・周知活動

ぴったりサービス 2 7手続の導入

推進

実施

検討・実施

検討・実施

検討・導入

推進・実装

オンライン手続の拡大

対象部署・
対象業務の拡大

運用

検証・改定

検討・導入

調査・例規等改定 実施

検証・改定

検討・実施 検討・実施

※国の計画は令和７年度まで

検討・実施

推進・実装

実施

対象部署・対象業務の拡大

申請サポート・専用窓口・
周知活動


